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• 商 号 株式会社サノヤス・ヒシノ明昌

• 創 業 明治４４年４月

• 代表取締役 社長 上田 孝

• 従 業 員 数 ７４０名

• 明治４４年４月；「佐野安造船所」 創業 ⇒ 昭和５９年８月；「株式会社サノヤス」社名変更

• 大正１３年３月；「岡本娯楽機械製作所」 創業 ⇒ 昭和３１年３月；「明昌特殊産業株式会社」設立

• 昭和３０年１１月；「菱野商会」 創業 ⇒ 昭和３７年８月；「菱野金属工業株式会社」設立

• 平成２年１０月；「（株）サノヤス」 と 「菱野金属工業（株）」 が合併する

• 平成３年４月；「明昌特殊産業」 が合併し、「株式会社サノヤス・ヒシノ明昌」に社名変更

• 平成２２年４月；事業本部制から、営業・設計・製造の機能別組織制へ移行

• 平成２３年４月 会社創業１００周年を迎える
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遊戯施設の動向とメーカー側からみた安全管理について

－遊戯機械の長期利用のために－

2011/02/23



日本における遊園地の発展と課題

■電鉄の遊園地展開による全国波及

「遊園地」が一般的な娯楽として、大きな発展を遂げる。

■博覧会による大型遊戯施設の出展

輸入機械も含め、大型の遊戯施設が多く製作される。またスリルライドへの興味も高まる。

■テーマパーク、遊園地の新しい形

大型テーマパークから、インドア施設など、遊園地のさらなる発展を遂げる。

■人口推移の変化と、新しいレジャー多様化への変化

テレビゲーム、携帯電話など新しい遊びの「ツール」の登場。郊外型ＳＣの躍進。

高齢少子化の兆し、低年齢化への遊戯機械の対応（利用年齢など）

→ 厳しい淘汰の時代を迎える。



デパート屋上期 1960年～



経済高度成長期 1970年～



遊戯施設発展全盛期1980年～



バブル崩壊とテーマパーク林立期1990年～

•



淘汰の加速期2000年～



遊戯機械の長期利用について

遊戯機械の「長期利用」とバスタブ曲線

←
故
障
率

時間／運転回数など →

機械の耐用寿命は偶発故障期の長さ



遊戯機械の長期利用について
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遊戯機械の個性について



習慣は自然に（無意識に）出るクセ

整
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現場からの具体的取組例

ローラーコース
ター各車輪用の
手作り「摩耗限
界」測定ゲージ



ローラーコースターの車輪ゲージ

編摩耗・キズ等は目視で確認が可能



計画的、継続的な品質管理、メンテナンス計画を。

更に・・その作業を通じて手を汚した分だけ内容を理解する。

計画的、継続的な人材の育成と（意味・理由を教える）教育を。

↓
異状を早く発見し対処するために、正常な状態を数値で把握

されているか・・？

例）ハーネスやラップバーを手で確認してもクリアランスの限界値を

数値で決めていなければ、基準なく漫然とした儀式になっていないか？

設置時の初期データ（数値）を基に判断する・・

例）身体保持装置のクリアランス/走行タイム/各部の摩耗・・

様々な「教育」の工夫
現場主義

教育材料は現
場に無数にある



まとめ
（運行管理者・維持保全管理者及び技術者・所有者の責務）

• ５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾＝習慣）を全ての基本に置き、「ヒヤリハット」やＫＹＴ
「危険予知トレーニング」を日常的に習慣化・定着化させる。

• 各種規定やマニュアルはシステマティックに中身が充実してあり、確実に実行・励行
されていることを常に確認する。

• 自己の過信や疲労などにより、誰もがヒューマンエラーを起こす可能性があることを
認識し、ダブルチェックを徹底する。

• お客様に最も近く、直接安全確保するのは現場の運転者・補助員です。そして誰より
も長く施設・機械と一緒に仕事をしています。ここにこそ最も丁寧に愛情を込めて教
え育てることが肝要。

時計が休むことなく正確に時を刻むように、安全管理の基本・原則を忠実に繰り
返しくりかえし積み重ねる・・（特別なことをするのではなく！）そのことに精いっぱ
いの真心と愛情を添える・・ この延長線上に仕事に対する誇りが生まれるので
はないでしょうか・・。



ご清聴ありがとうございました


